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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
警戒の目的 
伊勢志摩サミット（以下「サミット」という。）開催にあたり、サミット会議場、関係者宿泊施設、メディアセンター、空港等における火災等の未然防止と災害発生時の消防活動に万全を期することを目的とする。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サミット消防特別警戒のあり方 
サミット開催の際には、各国首脳等の要人をはじめ、報道機関関係者等多数の方が来日することに伴い、サミットの円滑な進行を妨げる火災、事故、急病等の事案の発生が懸念される。 
消防は、このような状況に適切に対応するため、最大限の責務を果たす必要があり、サミット開催期間を含めて、その前後も警戒を実施する必要がある。 

ア サミット開催前 
サミット関係施設、要人移動経路における火災等の災害が発生する危険を徹底的に排除するとともに、災害が発生した場合の速やかな対応や的確な避難誘導等、初動体制を確立する。 

イ サミット開催中（平常時） 
警備を担当する警察機関等との連携を図り、積極的な情報収集を実施し、万全の体制で有事に備える。 

ウ サミット開催中（非常時） 
非常時の際には、迅速に消防活動を実施し、被害の軽減に努めるとともに、警察機関等と連携し、災害が発生した場所の周辺地域も含めて、混乱を最小限に止めることにも留意する。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
警戒隊の活動 

警戒隊の活動の範囲は、「警戒の対象」を基本とするが、
警戒の対象となる施設近隣で発生した災害は、
統括警戒本部長又は地区警戒本部長の判断により出動する。 

警戒隊は、地区警戒本部長及び現地警戒本部長の指揮下において、原則として図の警戒対象施設内で活動する。 
　　サミット関係施設で火災等が発生した場合には、当該施設を管轄する消防本部の消防隊は、原則として覚知と同時に出動する。この場合、警戒隊は、これらの消防隊等と連携を密に図り活動する。 

(2) 警戒の対象施設で、軽微な災害が発生した場合は、地区警戒本部長の判断により、警戒隊のみを出動させることができる。この場合警戒隊は、活動終了後、地区警戒本部長に報告する。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
指揮隊は全出動種別に出動

該当しない出動種別の出動にあっては、地区警戒本部長または 現地警戒本部長が出動隊を指定する。 
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